
※この報告書は、なごや環境大学のウェブサイト上に記録として掲載されます。

講座番号 C-11 講座名

記載日 2019/9/1 団体名・企業名

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)

・リサイクルされた後の利用方法及びメーカーとの商品開発の状況

・わかりやすく説明して頂きました。増々の発展を願っております。

・99％以上リサイクルされているのにビックリ。リサイクルする為の資源分別のデモ機

が　わかりやすくてすごかった。

事業実績報告書

〈講座全体の概要〉(300字程度)

一般消費者に、家庭より排出された家電がきちんと処理され、再資源化されている事を理

解してもらい、循環型社会の形成の大切さを伝える。

正しいルートでのリサイクルの大切さを訴え、無許可業者や海外での不適正な処理に流れ

る家電を減らす。

夏休みを利用する事により、小中学生も参加しやすくする。

お家の使われなくなった家電はどうなるの？～家電の正しいリサイクル～

グリーンサイクル株式会社

写真を添付してください
写真１

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

通常工場見学を受け付けているが、団体での申し込みがほとんどで、一般の少人数の方が

申し込まれることが少ない。

この形式であれば、様々な方たちを一度に受け入れることができるので、見学者の裾野を

広げるのにもってこいである。

参加された方は熱心な方が多く、こちらの説明に対し、関心をもって聞いていただいた。

家電のリサイクルについてもっと沢山のかたに知ってほしいです。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

見学後の集合写真

様式２
(2019年度)

1


